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成果の概要／山本一成 
 
 
 UNESCO の委員を務める Louise Chawla 教授の指導を受け、持続発展教育（ESD）に関す

る最前線の知識と具体的なプロジェクトについて学ぶことができた。現地では文献研究とフィ

ールドワークを並行して行った。 
 主なフィールドワークとして、イタリアのレッジョエミリアのドキュメンテーションを取り

入れつつ自然とアートの融合を通した幼児教育を行う Boulder Journey School の見学、持続

発展教育の一環で子どもがボルダー市内の都市計画デザインに参画する Growing Up Boulder 
Project の見学を行い、日本における ESD 実践の手がかりを得た。また、滞在期間中にコロラ

ド大学にて開催された国際民主主義教育会議（IDEC）に参加したことにより、世界各国の ESD
実践者と情報交換・交流ができたことも大きな成果であった。 
 文献研究としては、UNESCO の発行する資料および、アメリカで行われている ESD の実

践に関する資料を中心に研究を行った。研究成果については、その一部を『京都大学教育学研

究科臨床教育学講座紀要』に投稿した。また、現在作成中の論文についてはコロラド大学が発

行する国際学術雑誌である、’Children, Youth and Environment’誌に投稿を予定している。成

果の概要として、上記の論文で明らかにした内容を紹介する。 
 

 

写真１ Boulder Journey School 
 
研究成果①Reconsideration of moral education and ecological imagination in early 
childhood : “Comparative dialogue” between the Kyoto school of philosophy and 
Pragmatism, 『京都大学教育学研究科臨床教育学講座紀要』（査読中） 
 
Steven Fesmire 氏の論文、「生態学的想像力と道徳教育のねらい－京都学派とアメリカのプラ

グマティズムを通して」に対して幼児期の持続発展教育の立場から応答する論文を作成した。

Fesmire 氏の中心的な論点は、道徳教育のねらいは一律の倫理的な基準を子どもに教授するの

ではなく、子どもの生態学的な想像力を育むことにもつべきであるというものである。そして

以上の論理は、「経験」を哲学の中心に据えてきたアメリカのプラグマティズムと京都学派の

哲学を結び合わせるものでもある。Fesmire の主張は、幼児期の ESD 実践に対しても重要な

理論的視座を提供している。教師と子どもが生態学的な想像力を働かせることは、いかに生命



が「相互依存」の関係の中で生きているかを経験し、リアリティをもって実感できるかにかか

わっている。本論では、幼稚園の「いただきます」の場面のエピソードの記述を通して、教師

がいかに幼児の生態学的な想像力を育み、生命の相互依存性を経験する環境を構成できるかに

ついて論じた。 
 
研究成果②A Reflection on Unaware Lives in a Daily Life: Toward Education for 
Sustainable Development in Early Childhood, Children, Youth and Environment（投稿予

定） 
 
幼児期の ESD に向けて「気づかれていないいのちの経験（experience of unaware life）」とい

う実践概念を提唱した。UNESCO が ESD の指針として重点を置く「いのちへの敬意(respect 
for life)」「いのちへの責任(responsibility for life)」という理念が、いかにして実現可能になる

かについて考察し、具体的なエピソードの記述によって例証した。考察のなかで、幼児教育の

現場で起こる「気づかれていないいのち」の経験に３つの次元があることを提唱した。一つは、

「生命のパターン」の経験、二つめは「他のいのちとのつながり」の経験、三つめは「生きて

いる他者の存在」の経験である。これら３つの次元は、普段何気なく生活している中では気づ

くことができないが、教師の関わりや他の生命との出会いの中で不意に立ち現れ、経験される

ことがある。教師は、日常に埋没することなく、これらのいのちに気づくことによって、その

気づきを子どもと共有することができる立場にいる者である。事例の考察を通して、感じるこ

と、想像すること、ケアすること、省察することが、教師の教育的なかかわりにとって重要な

意味を持っていることを明らかにした。 
 
 
まとめ 
 以上の研究成果の意義として、ESD における哲学的・理念的なレベルでの議論と、教師の

実践レベルでの議論を架橋した研究となったことが挙げられる。ESD は、国際的な協調の要

となる理論的支柱を確保しつつ、それぞれの文化によって多様な実践を行っていくことで実現

可能になるものである。「気づかれていないいのち」の概念は、文化によってその解釈と実践

のかたちは多様になるが、理論的な方向性としては一般性を持っている。幼児期の ESD の研

究は世界的に見ても量的・質的に未だ十分なものではないが、本研究はその発展へ向けての一

端を示すものとなったと考えることができるだろう。今後の展開として、日本の幼児教育の特

徴と、日本の生命観との関連をとらえるなかで実践研究を行いつつ、国際的な議論を行ってい

くことを考えている。 


